
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年１月13日

【四半期会計期間】 第31期第３四半期

(自 平成23年９月１日 至 平成23年11月30日)

【会社名】 株式会社スリーエフ

【英訳名】 Three F Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  中 居  勝 利

【本店の所在の場所】 神奈川県横浜市中区日本大通17番地

【電話番号】 045（651）2111(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役業務室長兼総務室長  海老沢  克恭

【最寄りの連絡場所】 神奈川県横浜市中区日本大通17番地

【電話番号】 045（651）2111(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役業務室長兼総務室長  海老沢  克恭

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　   (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

株式会社スリーエフ(E03286)

四半期報告書

 1/27



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第30期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結
累計期間

第30期
第３四半期連結
会計期間

第31期
第３四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自  平成22年
　　３月１日
至  平成22年
　　11月30日

自  平成23年
　　３月１日
至  平成23年
　　11月30日

自　平成22年
　　９月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成23年
　　９月１日
至　平成23年
　　11月30日

自  平成22年
　　３月１日
至  平成23年
　　２月28日

チェーン全店売上高 (百万円) 78,684 81,535 25,892 26,346 103,414

営業総収入 (百万円) 20,841 20,890 6,920 6,560 26,991

経常利益 (百万円) 805 992 190 86 669

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 451 △17 79 33 337

純資産額 (百万円) ― ― 6,204 5,974 6,087

総資産額 (百万円) ― ― 17,235 18,165 16,554

１株当たり純資産額 (円) ― ― 799.57 769.12 784.13

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は四
半期純損失金額(△)

(円) 59.59 △2.37 10.55 4.44 44.55

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 35.1 32.1 35.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,534 2,758 ― ― 1,289

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △344 △443 ― ― △481

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,685 △639 ― ― △1,664

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 1,121 2,435 760

従業員数 (名) ― ― 499 464 469

(注) １.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２.チェーン全店売上高及び営業総収入には、消費税等は含まれておりません。

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第30期第３四半期連結累計（会計）期間、第

31期第３四半期連結会計期間及び第30期は潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第31期第３四

半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年11月30日現在

従業員数(名) 464（397）

(注) 従業員数は就業人数であり、当第３四半期連結会計期間の平均臨時雇用者数(ただし、１日勤務時間８時間換算によ

る)を（ ）外数で記載しております。

　

　
(2) 提出会社の状況

　 平成23年11月30日現在

従業員数(名) 455（397）

(注) 従業員数は就業人数であり、当第３四半期会計期間の平均臨時雇用者数(ただし、１日勤務時間８時間換算による)を

（ ）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売の状況】

(1) 地域別売上状況

a  直営店
　

地域別
(当第３四半期連結会計期間末の店舗数)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年９月１日
  至  平成23年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

神奈川県(日本大通店  他36店) 1,480 54.7 89.2

東京都(エドモント店  他17店) 708 26.2 87.2

千葉県(都賀駅前店     他9店) 364 13.4 100.1

埼玉県(狭山ＰＡ店     他1店) 153 5.7 100.4

合計(67店) 2,706 100.0 90.6

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
　

b   加盟店
　

地域別
(当第３四半期連結会計期間末の店舗数)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年９月１日
  至  平成23年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

神奈川県(弘明寺店   他258店) 10,896 46.1 102.8

東京都(成瀬駅前店   他160店) 6,521 27.6 103.0

千葉県(千葉千城台店  他96店) 3,983 16.8 104.2

埼玉県(大宮桜木町店  他56店) 2,238 9.5 104.1

合計(574店) 23,639 100.0 103.2

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
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(2) 商品別売上状況

a  直営店
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
 (自  平成23年９月１日
   至  平成23年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

加工食品 770 28.5 80.7

ファストフード 785 29.0 101.7

デイリー食品 276 10.2 72.7

非食品 649 24.0 99.9

本・サービス 224 8.3 97.2

合計 2,706 100.0 90.6

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
　

ｂ  加盟店
　

商品別

当第３四半期連結会計期間
 (自  平成23年９月１日
   至  平成23年11月30日)

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

コンビニエンスストア事業 　 　 　

加工食品 6,803 28.8 98.6

ファストフード 5,323 22.5 102.4

デイリー食品 1,909 8.1 96.7

非食品 7,184 30.4 110.8

本・サービス 2,419 10.2 103.1

合計 23,639 100.0 103.2

※上記金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）におけるわが国経済は、東

日本大震災で被災したサプライチェーンの復旧は順調に進みましたが、原発事故の収束に遅れが出ており、

加えて米国経済の低迷や欧州の債務危機を背景とした世界経済の減速と長引く円高の影響等により、個人

消費を含めた景気の先行きは依然として不透明な状況となりました。　

このような環境の下、当社グループは来店客数の持続的向上を目指し、クリーンネス・フレンドリーサー

ビスなど商売の基本の徹底を図ると共に、中食需要の増加に伴うカウンターで販売するファストフードや

惣菜、軽食の品揃えの強化や、インターネット決済に対応した新たなプリペイドカードの販売等に取り組ん

でまいりました。また、被災地の復興支援として、「つなごう　まごころ　ゴエン」と題した支援金付商品を

販売したほか、東北の食材を使用した商品や名産品、復興支援ギフトの販売等様々な支援企画を継続して展

開してまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の営業総収入は前年同期比5.2％減の65億60百万円、営業利益は

同59.4％減の70百万円、経常利益は同54.8％減の86百万円となりました。また、四半期純利益は同57.9％減

の33百万円となりました。

　

（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、前連結会計年度末と比較して総資産は16億10

百万円の増加となりました。これは主に現金及び預金の増加等によるものであります。

  負債につきましては、17億23百万円の増加となりました。これは主に買掛金、資産除去債務の増加等によ

るものであります。

  純資産につきましては、１億13百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金の減少によるものであ

ります。
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（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、第２四半期連結会計期間末と

比べ６億23百万円減少し、24億35百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、収納代行預り金の減少等の要因により、３億67百万円の支出（前

年同四半期連結会計期間は７億84百万円の支出）となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が増加したこと等により、１億70

百万円の支出（前年同四半期連結会計期間は１億34百万円の支出）となりました。　

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済終了等により、85百万円の支出（前年同四半期

連結会計期間は１億99百万円の支出）となりました。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。　

  また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,707,095 7,707,095
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株であります。

計 7,707,095 7,707,095― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月１日～
平成23年11月30日

─ 7,707,095─ 1,396 ─ 1,645

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式         132,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式       7,568,700 75,687 ─

単元未満株式 普通株式           6,395― ─

発行済株式総数                7,707,095 ― ―

総株主の議決権 ― 75,687 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社スリーエフ

横浜市中区日本大通17番地 132,000─ 132,000 1.71

計 ― 132,000─ 132,000 1.71

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 535 534 514 520 545 530 506 487 479

最低(円) 400 467 500 500 515 491 481 461 452

(注) 株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
（業務室長兼総務室長）

取締役
（業務室長）

海老沢　克恭 平成23年９月１日

取締役
取締役

（第三リージョン長）
若松　義一 平成24年１月１日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年９月１

日から平成22年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,738 1,062

加盟店貸勘定 1,041 1,029

商品 368 378

貯蔵品 7 6

未収入金 811 753

その他 696 1,017

貸倒引当金 △9 △16

流動資産合計 5,653 4,232

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,308

※
 2,359

リース資産（純額） ※
 883

※
 761

その他（純額） ※
 878

※
 880

有形固定資産合計 4,070 4,001

無形固定資産

のれん 9 15

ソフトウエア 855 1,049

その他 60 60

無形固定資産合計 925 1,126

投資その他の資産

敷金及び保証金 6,930 6,929

その他 607 287

貸倒引当金 △22 △22

投資その他の資産合計 7,516 7,194

固定資産合計 12,511 12,322

資産合計 18,165 16,554
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,223 4,613

加盟店借勘定 17 20

短期借入金 － 199

1年内返済予定の長期借入金 － 210

リース債務 219 162

未払金 1,410 1,056

未払法人税等 274 111

預り金 2,416 2,308

賞与引当金 146 316

その他 20 44

流動負債合計 9,728 9,044

固定負債

リース債務 729 611

役員退職慰労引当金 23 23

資産除去債務 926 －

長期預り保証金 777 778

その他 4 8

固定負債合計 2,461 1,422

負債合計 12,190 10,466

純資産の部

株主資本

資本金 1,396 1,396

資本剰余金 1,645 1,645

利益剰余金 2,864 2,980

自己株式 △86 △86

株主資本合計 5,819 5,936

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6 3

評価・換算差額等合計 6 3

少数株主持分 148 148

純資産合計 5,974 6,087

負債純資産合計 18,165 16,554
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

営業収入

加盟店からの収入 8,990 9,141

その他の営業収入 2,183 2,929

営業収入合計 11,173 12,070

売上高

売上高 9,667 8,819

営業総収入合計 20,841 20,890

売上原価 7,089 6,514

営業総利益 13,751 14,375

販売費及び一般管理費 ※
 13,016

※
 13,422

営業利益 734 953

営業外収益

受取利息 61 62

受取配当金 0 0

解約精算金 29 5

その他 3 2

営業外収益合計 95 70

営業外費用

支払利息 21 16

減価償却費 3 2

寄付金 － 11

その他 0 0

営業外費用合計 24 30

経常利益 805 992

特別利益

受取補償金 204 －

賃貸借契約解約損修正益 120 14

貸倒引当金戻入額 － 7

その他 9 －

特別利益合計 334 21

特別損失

固定資産除却損 111 45

リース解約損 0 0

賃貸借契約解約損 58 36

減損損失 175 201

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 688

その他 7 7

特別損失合計 355 980

税金等調整前四半期純利益 785 33

法人税、住民税及び事業税 84 304

法人税等調整額 246 △254

法人税等合計 330 49

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △15

少数株主利益 2 1

四半期純利益又は四半期純損失（△） 451 △17
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成23年11月30日)

営業収入

加盟店からの収入 2,944 2,879

その他の営業収入 987 974

営業収入合計 3,931 3,853

売上高

売上高 2,988 2,706

営業総収入合計 6,920 6,560

売上原価 2,192 1,994

営業総利益 4,728 4,565

販売費及び一般管理費 ※
 4,555

※
 4,495

営業利益 172 70

営業外収益

受取利息 23 19

解約精算金 1 2

その他 1 0

営業外収益合計 26 22

営業外費用

支払利息 6 5

減価償却費 1 0

その他 0 0

営業外費用合計 7 6

経常利益 190 86

特別利益

賃貸借契約解約損修正益 34 14

貸倒引当金戻入額 － △1

その他 4 －

特別利益合計 38 12

特別損失

固定資産除却損 39 5

リース解約損 0 0

賃貸借契約解約損 14 0

減損損失 24 8

その他 0 0

特別損失合計 79 15

税金等調整前四半期純利益 149 83

法人税、住民税及び事業税 △25 △81

法人税等調整額 93 129

法人税等合計 68 47

少数株主損益調整前四半期純利益 － 35

少数株主利益 0 1

四半期純利益 79 33
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 785 33

減価償却費 730 775

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 688

減損損失 175 201

差入保証金償却額 3 4

のれん償却額 5 5

固定資産除却損 111 45

リース解約損 0 0

賃貸借契約解約損修正益 △120 △14

賃貸借契約解約損 58 36

受取補償金 △204 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19 △7

受取利息及び受取配当金 △62 △62

支払利息 21 16

加盟店貸勘定の増減額（△は増加） △2 △12

未収入金の増減額（△は増加） △324 △54

たな卸資産の増減額（△は増加） △67 9

前払費用の増減額（△は増加） △17 5

その他の流動資産の増減額（△は増加） △90 247

仕入債務の増減額（△は減少） 392 610

未払金の増減額（△は減少） 453 422

預り金の増減額（△は減少） △558 120

未払消費税等の増減額（△は減少） 113 0

その他の流動負債の増減額（△は減少） △62 △196

その他 △9 7

小計 1,308 2,885

利息及び配当金の受取額 62 62

利息の支払額 △21 △16

補償金の受取額 204 －

法人税等の支払額 △19 △172

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,534 2,758

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △302 △302

定期預金の払戻による収入 301 302

有形固定資産の取得による支出 △131 △235

敷金及び保証金の差入による支出 △243 △296

敷金及び保証金の回収による収入 378 283

無形固定資産の取得による支出 △162 △94

その他 △184 △100

投資活動によるキャッシュ・フロー △344 △443
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,120 △199

長期借入金の返済による支出 △391 △210

リース債務の返済による支出 △91 △139

配当金の支払額 △80 △88

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

その他 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,685 △639

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △495 1,675

現金及び現金同等物の期首残高 1,617 760

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,121

※
 2,435
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

（自 平成23年３月１日  至 平成23年11月30日）

会計処理基準に関する
事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準
第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企
業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。
  これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ30百万
円減少し、税金等調整前四半期純利益は757百万円減少しております。また、当会計基
準等の適用開始による資産除去債務の変動額は910百万円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に

伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年９月１日  至  平成23年11月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に

伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※有形固定資産の減価償却累計額    5,810百万円※有形固定資産の減価償却累計額    4,891百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
  至  平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
  至  平成23年11月30日)

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 2,005百万円
雑給 929百万円
従業員賞与引当金繰入額 128百万円
貸倒引当金繰入額 3百万円
賃借料 3,446百万円
リース料 879百万円

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 1,955百万円
雑給 836百万円
従業員賞与引当金繰入額 146百万円
運送費及び保管費 2,358百万円
賃借料 3,504百万円
リース料 788百万円

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
  至  平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年９月１日
  至  平成23年11月30日)

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 815百万円
雑給 288百万円
従業員賞与引当金繰入額 △130百万円
貸倒引当金繰入額 △4百万円
賃借料 1,148百万円
リース料 275百万円

※  販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります

従業員給与・賞与 864百万円
雑給 267百万円
従業員賞与引当金繰入額 △207百万円
運送費及び保管費 774百万円
賃借料 1,167百万円
リース料 243百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
  至  平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
  至  平成23年11月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,423百万円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △302百万円

現金及び現金同等物 1,121百万円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,738百万円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △302百万円

現金及び現金同等物 2,435百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）及び

当第３四半期連結累計期間（自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日）

　

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,707,095

　
　
２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 132,082

　
　
３  新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月21日
取締役会

普通株式 53 7.00平成23年２月28日 平成23年５月11日 利益剰余金

平成23年10月13日
取締役会

普通株式 45 6.00平成23年８月31日 平成23年11月１日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間末後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

当社グループは、コンビニエンスストア事業を主たる事業としております。連結子会社の営むeビジネス

事業はコンビニエンスストア事業の付帯事業として同一のセグメントに属するものであります。

従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　
【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　
【セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）及び当第３四半期連結累計期

間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

　当社グループは、コンビニエンスストア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(追加情報)

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17　　　　　

号　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基　準

適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

　 　

　 769.12円
　

　 　

　 784.13円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　　第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
  (自  平成22年３月１日 
    至  平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
  (自  平成23年３月１日 
    至  平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 59.59円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。

１株当たり四半期純損失金額 △2.37円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株
式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
  至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
  至 平成23年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

451 △17

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失（△）(百万円)

451 △17

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

 普通株式の期中平均株式数(千株) 7,575 7,575

　
　　第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
  (自  平成22年９月１日 
    至  平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
  (自  平成23年９月１日 
    至  平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10.55円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。

１株当たり四半期純利益金額 4.44円
 

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
  至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年９月１日
  至 平成23年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 79 33

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 79 33

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

 普通株式の期中平均株式数(千株) 7,575 7,575
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

２ 【その他】

平成23年10月13日開催の取締役会において、平成23年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次の

とおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額 45百万円

②１株当たりの金額 ６円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月11日

株式会社スリーエフ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三　　富　　康　　史    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤　　田　　修　　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社スリーエフの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スリーエフ及び連結子会社の平成22

年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年１月11日

株式会社スリーエフ

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三　　富　　康　　史    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤　　田　　修　　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社スリーエフの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スリーエフ及び連結子会社の平成23

年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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